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１． 目的 

 本研究の目的は、走り幅跳びを専門としていな

い一般学生を対象として、助走速度の異なる跳躍

を比較し、跳躍動作の違いを明らかにしようとし

た。そこから、助走速度の増加に伴い求められる

踏切技術について具体的に導き出すこととした。 
 

２． 研究方法 

１） 対象者: 運動部に所属し、週 2～3 日程度

の運動習慣のある一般女子学生 9名 

２） 分析方法: ビデオ解析ソフト Frame-DIAS 

6（DKH 社製）を用いて、DLT 法による二次

元座標解析での分析処理を行った。 

 
３． 結果と考察 

１） 3 歩助走と 7 歩助走の各指標の比較から

助走速度において有意な差が認められた。走

幅跳の跳躍距離は、助走速度と高い正の相関

関係（大宮,2017）にあるとされているが、

跳躍距離においては有意な差は認められな

かった。このことから、助走速度を生かした

踏切ができていなかったと考えられる。 

２） 助走速度を生かす踏切技術を明らかに

するため、跳躍動作のパフォーマンスを表す

跳躍距離と各指標との関係を調べた。すると、

助走速度・踏込速度・踏切初速度・離地水平

速度・離地鉛直速度・接地時間の 6つの指標

において 3 歩助走と 7 歩助走に共通して有

意な相関が認められた。このことから、この

6 つの指標は跳躍距離に影響する基本的な

指標であると考えられる。 

３） 7 歩助走では上の 6 つの指標に加えて跳

び出し角とも有意な相関が認められたこと

から助走速度の増加に伴いより大きな跳び

出し角が必要になると考えられる。 

４） より大きな跳び出し角を得るには離地

鉛直速度が影響すると考え、離地鉛直速度と

各指標との関係を調べた。すると、7歩助走

でのみ踏切時における踏切足や振上足に関

する 7つの指標と相関が認められた。このこ

とから、助走速度の増加に伴いより複数の、

高度な技術が求められると考えられる。 

５） 上に記した 7つの指標と跳び出し角との

関係を調べると 4 つの指標で跳び出し角と

も有意な相関が認められた。具体的に、離地

時振上足大腿角度と離地時振上足大腿角速

度との関係から踏切離地時における振上足

は高く・速く引き上げること。また、踏切足

最小膝角度との関係から、踏切時は踏切足を

より伸展させた状態で踏み切ることでより

大きな跳び出し角を得ることにつながると

考えられる。 

 

４． 結論 

 本研究では、踏切離地時における振上足を高く・

速く引き上げること、踏切時に踏切足をより伸展

させた状態で踏み切ることの 2つの技術を向上さ

せることで効率よく鉛直速度に変換し、より大き

な飛び出し角を得ることができ、助走速度を生か

した跳躍につながると考察した。 
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